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会議概要

2003 年の 6 月 22 日から 27 日にかけて, HCI In-
ternational 20031(10th Int’l Conf on Human - Com-
puter Interaction) が, ギリシャのクレタ島で開催され
た. 本会議は隔年で行われる国際会議であり, 本年度
は Symposium on Human Interface (Japan)，5th Int’l
Conf on Engineering Psychology and Cognitive Er-
gonomics (EP&CE)，2nd Int’l Conf on Univeral Ac-
cess in Human-Computer Interaction (UAHCI)の 3会
議と併催して行われ, 65ヶ国から 1316名もの人が参加し
た. ギリシャでの開催のため, 欧州からの参加が多かっ
たが, ヒューマンインタフェース学会との共催による影
響か, 日本人の姿も企業, 大学問わず多数見受けられた.
会場 (図 1)は, イラクリオン市外から車で 30分ほどの
所にあるリゾート地であり, 会議の参加者は空いている
時間を利用して, ビーチやクノッソス宮殿に足を伸ばし
ていたようである.

会議の傾向

本会議は, 論文発表 (204セッション: 1134件)の他,
Maryland大の Ben Shneiderman氏と Jenny Preece氏
による 2件の招待講演, 122件のポスター, 12件のデモ,
4件のワークショップ, 7件の SIG, 29件のチュートリア
ルにより構成された. まず, 全体的な傾向として, モバ
イル, ユビキタス関連の研究発表が非常に多いと感じた.
所謂実世界指向系のセッション (Ubiquitous Computing,
Wearable Computing等)だけでなく, Visualizationや
デザイン関係などの一見実世界指向とは無関係なセッ

ションでも実環境での利用を視野に入れた研究が多く見

受けられた. 筆者は本会議において, 実環境に人の活動
痕跡を残すことで場の理解を促進しようという提案を行

い, 一例として掲示板上に掲示物の閲覧や貼り変えによ
る痕跡を残すシステム (Optical Stain)を紹介したが, 本
発表もMetaphorという少々意外なセッションに割り振
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図 1: カンファレンス会場周辺

られた. また, UAHCIのセッションが実に 55にのぼり,
ユニバーサルデザインに関する研究の盛り上がりが感じ

られた.
オーラルセッションは 17のトラックが平行して行われ

たため, 聴講したい発表をすべて聞くことはできなかっ
たが, 筆者が聴講した部屋は, 常時大体 20 名前後が参加
し, 熱い議論が行われていた. 発表の傾向として, すで
にまとまった成果が得られた研究の報告だけでなく, 現
在進行中の研究の報告やアイデアの提案を行う発表が多

い印象を受けた. ポスター及びデモセッションは, セッ
ションのための特定な時間帯は設けられず, 発表者が説
明可能な時間帯を各自ボードに記載し, 記載した時間帯
に説明するという形式が取られた. そのため, 時間帯が
あわず聞けない展示が多くなってしまったが, 研究者と
落ち着いた議論を行うことができた.
本会議は発表件数が多いためか荒削りな研究も多いが,

世界各地から著名な研究者が多数参加しており, 自分の
研究を発表して意見交換をする場としては非常に適した

会議と言えよう. 次回は 2005年にラスベガスで開催さ
れる予定である. 余談ではあるが, 会場で配布された会
議録は非常に重く, 会議場とホテル間の往復にも難儀す
るほどであった. 会議場の掲示板には, 「会議録譲りま
す」という冗談ともつかない告知が張り出されたほどで

ある. ラスベガスでは電子化された会議録が配布される
ことを期待している.
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